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1 現行の学習指導要領（平成 22年版）では、古典 A、古典 Bの教材として古文、漢文の他に「古典
に関連する文章」、「古典についての評論文」の活用が奨励され、次期学習指導要領でも同様の傾向
が確認できる。 























































































































































































































9 熊襲征伐において、クマソタケル兄弟の宴に女装して忍び込み、彼らを討ち取った。  
10 熊襲征伐の後、出雲の国に赴き、イズモタケルと友人関係となった倭建命は、偽の刀を持ってい
き、彼に刀の交換を申し出る。その後、決闘を申し込み、イズモタケルを討ち取った。 
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